
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
お
ま
え
も
か

独
り
身
ば
か
り
の

同
窓
会
）
（
も
っ
た
い
な
い

化
粧
・
ブ
ラ
ン
ド
・
ダ
イ
エ
ッ
ト) 

（
家
族
愛

俺
が
居
な
い
と

笑
い
声
）
（
振
り
込
め
は

騙
し
騙
さ
れ

進
化
す
る
）

総
会
に
向
け
た
第
１
回
役

員
推
薦
委
員
会
開
催
。
組

織
関
係
で
は
地
協
医
療
部

門｢

長
岡
・
小
千
谷
地
域

等
病
院
労
組
懇
談
会｣

。

政
策
関
係
で
は
、
新
潟
県

労
働
者
福
祉
協
議
か
ら
の

中
央
労
福
協
ヒ
ア
リ
ン
グ

対
応
や
自
治
体
要
望
の
ア

ン
ケ
ー
ト
状
況
等
。
教
宣

２
０
１
５
年
度
人
権
政

策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

が
８
月

21
日(

金)

か
ら

26
日(

水)

の
４
日
間
に

新
潟
県
の

30
市
町
村
首

部
長
と
教
育
委
員
会
の
方

た
ち
に
、
述
べ

66

人
の

訪
問
団(

新
潟
県
人
権
・

同
和
セ
ン
タ
ー
・
部
落
解

放
同
盟
県
連
・
県
同
教
・

宗
教
団
体
・
各
団
体
組

織
・
各
職
労)

で
県
下
一

斉
に
訪
問
活
動
が
行
わ

れ
、

24
日
は
山
口
十
日

町
支
部
長
が
同
行
し
た
。

25

日
は
、
連
合
中
越

地
協
の
代
表
と
し
て
部
落

解
放
同
盟
県
連
の
長
谷
川

執
行
委
員
長
と
他
６
人
の

代
表(

途
中
合
流
２
人)

と

行
動
を
共
に
午
前
は
長

岡
・
見
附
と
午
後
は
小
千
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だ
。
地
協
は
９
月
末
の
年

度
末
に
向
け
計
画
通
り
運

動
を
進
め
て
い
き
た
い｣

旨
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

最
初
に
報
告
事
項
と
し

て
以
下
の
点
が
報
告
さ
れ

た
。
連
合
新
潟
関
係
で

は
、｢

安
倍
政
権
の
暴
走

を
止
め
る
７
・

19
怒
り

の
集
会｣

へ
の
参
加
や
連

合
新
潟
青
年
委
員
会｢

サ

マ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル｣

。
機
関
会
議
関
係
で

は
、
地
協
第

25
回
定
期

連
合
中
越
地
協
は
、
８

月

20
日(

木)

午
後
６
時

30
分
か
ら
第

10
回
幹
事

会
を
開
催
し
、

15
年
度

最
終
盤
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

矢
島
議
長
は
開
催
に
あ

た
り｢

８
月
期
は
、
地
協

内
で
平
和
活
動
を
中
心
に

取
り
組
ん
だ
。
安
保
法
案

阻
止
の
大
衆
行
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
政
府
は
改
憲

も
せ
ず
に
変
え
よ
う
と
し

て
お
り
、
無
理
な
こ
と
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任
が
あ
る
か
ら
だ
。
１
人

で
も
多
く
の
人
が
人
権
に

向
き
合
え
ば
、
平
和
な
世

の
中
が
来
る
の
に
、
人
間

は
な
ん
て
愚
か
な
生
き
物

だ
と
思
う
。
来
年
も
参
加

し
て
、
今
年
の
約
束
が
ど

の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
か

確
認
し
て
み
た
い
し
、
約

束
を
守
っ
て
よ
り
良
い
地

域
社
会
を
築
き
上
げ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。

(

火
山
副
議
長)

の
中
で
学
ば
せ
る
形
だ
そ

う
だ
。
今
や
人
権
軽
視

は
、
い
じ
め
や
様
々
な
格

差
・
障
害
者
・
男
女
参
画

社
会
・
外
国
人(

不
法
滞

在
含
む)

等
々
多
岐
に
わ

た
り
存
在
し
て
い
る
見
過

ご
す
こ
と
が
出
来
な
い
と

こ
ろ
に
来
て
い
る
よ
う
に

参
加
し
て
思
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
団
体

と
一
緒
に
連
合
が
関
わ
る

こ
と
も
大
事
な
社
会
的
責

人
的
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
お
り
、
役
所
や
教
育

委
員
会
は
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
か
ら
だ

と
行
動
し
て
い
た
方
達
が

言
っ
て
い
た
。

ま
た
、
学
校
教
育
で
は

小
中
学
校
は
道
徳
教
育
時

間
を
つ
く
り
、
人
権
に
対

す
る
教
育
を
学
ぶ
機
会
が

あ
る
が
、
高
等
学
校
で
は

学
習
時
間
を
つ
く
る
の
で

な
く
、
普
段
の
学
校
教
育

項
で
は
、

10
月
初
期
ま

で
の
主
な
活
動
が
次
の
よ

う
に
提
起
さ
れ
た
。
先

ず
、
機
関
会
議
関
係
で

は
、
第

76

回
地
協
委
員

会
や
定
期
総
会
日
程
、
第

12
回
幹
事
会
は
北
魚
沼

支
部
内
で
議
案
審
議
を
行

う
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル

改
悪
阻
止
な
ど
の
街
頭
行

動
第
５
次
を
９
月
８
日
と

す
る
こ
と
や
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
in
長
岡(

10
月
４
日)

の
内
容
を
確

認
し
た
。
他
に
は
、
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
主
催
の
ユ

ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
や
人

権
政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン

等
を
確
認
し
た
。

履
行
を
要
請
す
る
。

今
で
は
、
首
部
長
や
教

育
委
員
会
の
ト
ッ
プ
と
ほ

か
大
勢
の
職
員
代
表
が
対

応
し
て
く
れ
る
が
、
最
初

は
事
務
担
当
や
数
人
の
職

員
に
よ
る
消
極
的
な
対
応

で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
う

し
た
こ
と
は
、
人
権
が
個

文
化
関
係
で
は
、
第

23

回
囲
碁
将
棋
大
会
と
最
低

賃
金
引
上
げ
及
び
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
街

宣
行
動
。
国
民
運
動
関
係

で
は
、
７
月
末
か
ら
８
月

初
に
行
わ
れ
た
各
種
平
和

関
係
事
業
等
の
報
告
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
各
支
部

報
告
で
は
、
見
附
地
区
支

部
、
小
千
谷
支
部
、
十
日

町
支
部
の
平
和
関
係
の
取

り
組
み
が
事
務
局
か
ら
報

告
さ
れ
た
。

続
い
て
の
審
議
予
定
事

谷
・
魚
沼
市
役
所
を
訪
問

し
た
。
訪
問
の
目
的
は
、

１
つ
に
は
県
で
人
権
に
対

す
る
県
民
意
識
調
査
が
行

わ
れ

65
％
以
上
が
身
元

調
査
を
肯
定
す
る
結
果
を

受
け
て
、
身
元
調
査
の
差

別
性
を
検
討
委
員
会
の
共

通
認
識
に
さ
れ
る
よ
う
に

取
組
み
の
お
願
い
。
２
つ

に
は
今
年
長
野
市
で

11

月
21
日(

土)

か
ら

22
日

(

日)

に
全
国
人
権
教
育
研

究
協
議
会(

全
人
教
大
会)

に
市
町
村
及
び
教
育
委
員

会
の
職
員
を
積
極
的
に
参

加
さ
せ
る
よ
う
に
要
望
を

伝
え
る
こ
と
。
３
つ
に
は

市
町
村
の
住
民
意
識
調
査

の
実
施
と
人
権
教
育
啓
発

推
進
計
画
の
策
定
。
４
つ

は
人
権
に
関
す
る
法
律
の
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連
合
中
越
地
協
第
10
回
幹
事
会
開
く

15
年
度
最
終
盤
の
取
り
組
み
を
確
認

人
権
政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
・
火
山
副
議
長
、
山
口
十
日
町
支
部
長
が
同
行

８
月
24
日
と
25
日
に
中
越
地
協
管
内
の
自
治
体
を
ま
わ
り
要
請

連
合
中
越
役
員
に
選
任
さ
れ

２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

振
り
返
る
と
役
員
に
な
る
前

は
、
連
合
中
越
地
協
活
動
に｢

動

員
の
意
識｣

の
薄
い
関
わ
り
方
の

運
動
参
加
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
副
議
長
１
年
目
は
、
活
動

消
化
で
運
動
を
理
解
す
る
暇
も

な
く
流
さ
れ
感
だ
け
が
残
っ

た
。
２
年
目
は
、
運
動
内
容
を

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
つ
つ
あ

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
▼
し

か
し
、
出
身
の
単
組
会
議
の
場

で
地
協
活
動
報
告
は
出
来
て
も

目
的
説
明
に
は
未
だ
説
明
力
に

か
け
、
満
足
な
報
告
が
出
来
て

い
な
い
。
た
と
え
ば
、
連
合
運

動
の
必
要
性
と
政
策
・
制
度
に

つ
い
て
、
理
解
と
説
明
力
が
弱

い
気
が
す
る
。
こ
れ
で
は
、
組

合
員
や
産
別
単
組
の
役
員
に
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
▼
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

｢

仲
間
が
増
え
た
気
が
す
る
。
失

敗
し
て
も
カ
バ
ー
し
て
く
れ

る
。
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る｣

。
例
え
ば
連
合
の
安
保
法

制
に
関
す
る
ス
タ
ン
ス
。
国
や

地
方
行
政
の
政
策
・
制
度
の
概

要
説
明
な
ど
は
勉
強
に
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
連
帯
感
を

感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
社
会
や

政
治
に
目
を
向
け
る
機
会
が
多

く
な
り
、
物
事
を
冷
静
に
分
析

し
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が

す
る
。
出
身
単
組
で
は
、
単
組

問
題
が
最
優
先
に
な
り
、
問
題

の
本
質
・
理
解
力
と
解
決
能
力

が
芽
生
え
な
い
ま
ま
活
動
に
流

さ
れ
、
組
合
の
運
動
消
化
を
繰

り
返
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
た
。
連
合
運
動
を
学
ぶ
必

要
が
あ
る
と
思
う
▼
な
ぜ
な

ら
、
今
の
時
代
は
情
報
社
会

で
、
昔
の
よ
う
に
先
輩
か
ら
言

わ
れ
た
か
ら
で
は
理
解
と
協
力

は
望
め
な
い
時
代
と
思
う
。
し

か
し
、
時
代
に
関
係
な
く
、
伝

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。
そ
れ
は
、｢

困
っ
て
い
な

い
か
、
悩
ん
で
い
な
い
か
、
苦

し
ん
で
い
な
い
か｣

そ
う
言
っ
て

く
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
だ
。

労
働
組
合
は
助
け
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
い
る
と
こ
ろ
に
存

在
価
値
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

労
働
組
合
は
社
会
的
責
任
が
あ

り
、
社
会
も
職
場
も
自
分
一
人

で
は
な
い
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
だ
。
連
合
中
越
は
そ
う
し
た

産
別
単
組
・
組
合
員
の
集
ま
り

で
、
感
謝
し
て
い
る 

副議長

火山健悟≪№189≫

   東蔵王２

連合中越地協第76回地協委員会

日時 9月25日(金)

18:00～ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ制度の概要(ﾐﾆ講演)

18:30～第76回地協委員会    

場所 長岡市勤労会館

議題 第75回地協委員会以降の報告 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ふ
ん
ば
ろ
う

窓
際
生
え
際

土
俵
際
）
（
何
つ
め
る

オ
レ
ひ
っ
そ
り
と

息
つ
め
る
）
（
物
事
は

考
え
た
フ
リ
し
て

切
り
抜
け
ろ
）
（
ダ
イ
エ
ッ
ト

決
意
を
さ
せ
る

試
着
室)
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